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(57)【要約】
【課題】好適なマルチメディアサービス方法を提供すること。
【解決手段】本発明は、ＵＭＴＳシステムのマルチメディアサービスに関し、ＵＴＲＡＮ
がＭＢＭＳサービスを提供する場合、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを使用してＵＴＲＡＮと端末間
またはＵＴＲＡＮ内のノード間にＭＢＭＳサービス関連情報を交換することにより、ＭＢ
ＭＳデータを受信する使用者グループまたは特定ＭＢＭＳサービスのデータを識別する。
具体的には、本発明は、複数の端末にＭＢＭＳ(Multimedia　Broadcast/Multicast　Serv
ice)を提供する無線通信システムにおいて、特定ＭＢＭＳサービスのための識別子を生成
する段階と、前記生成された識別子を全てのＭＢＭＳプロトコルデータユニットに含める
段階と、前記ＭＢＭＳプロトコルデータユニットを端末に伝送する段階と、から構成され
ることを特徴とするマルチメディアサービス方法を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける１対多サービスを提供する方法であって、
　該方法は、
　該１対多サービスを指示する識別子を生成することであって、該識別子はＲＲＣ（Ｒａ
ｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層により移動端末機に割り当てられてい
る、ことと、
　該生成された識別子をＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層に
おける該１対多サービスのためのデータユニットに付加することであって、該識別子は、
該データユニットのヘッダーに含められている、ことと、
　ＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いてマッピングされ
るＳ－ＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して該移動端末機に該データユニットを伝送することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記識別子は、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｓ－ＣＣＰＣＨの情報を前記移動端末機に伝送することをさらに包含する、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記識別子は、前記Ｓ－ＣＣＰＣＨを選択するために利用される、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記Ｓ－ＣＣＰＣＨの情報は、ＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を介して伝送される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｓ－ＣＣＰＣＨの情報は、該Ｓ－ＣＣＰＣＨのチャネルコードと、該Ｓ－ＣＣＰＣ
Ｈのスクランブリングコードと、該Ｓ－ＣＣＰＣＨを介して伝送されるデータのサイズと
、該Ｓ－ＣＣＰＣＨを介してデータが伝送される時間間隔とのうちの少なくとも１つを含
む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記１対多サービスは、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕ
ｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記識別子は、前記ＲＲＣ階層から生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＲＲＣ階層は、無線接続ベアラが確立されるときに前記識別子を生成する、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記識別子は、ＣＲＮＣ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）によって管理される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　無線通信システムにおける１対多サービスを受け取る方法であって、
　該方法は、
　ＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いてマッピングされ
るＳ－ＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して、該１対多サービスを指示する識別子を含むデータユニ
ットを受信することであって、該識別子は、該データユニットのヘッダーに含められてお
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り、ネットワークのＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層により
割り当てられている、ことと、
　該識別子を利用して、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層に
おいて該１対多サービスのための該データユニットを識別することと、
　該データユニットの１対多サービスデータを上位階層に転送することと
　を包含する、方法。
【請求項１２】
　前記識別子は、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）ＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記Ｓ－ＣＣＰＣＨの情報を前記ネットワークから受信することをさらに包含する、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記識別子は、前記Ｓ－ＣＣＰＣＨを選択するために利用された、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記Ｓ－ＣＣＰＣＨの情報は、ＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を介して受信される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記Ｓ－ＣＣＰＣＨの情報は、該Ｓ－ＣＣＰＣＨのチャネルコードと、該Ｓ－ＣＣＰＣ
Ｈのスクランブリングコードと、該Ｓ－ＣＣＰＣＨを介して受信されるデータのサイズと
、該Ｓ－ＣＣＰＣＨを介してデータが受信される時間間隔とのうちの少なくとも１つを含
む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１対多サービスは、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕ
ｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記識別子は、前記ネットワークのＲＲＣ階層から生成された、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記ネットワークのＲＲＣ階層は、無線接続ベアラが確立されたときに前記識別子を生
成した、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記識別子は、ＣＲＮＣ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）によって管理される、請求項１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＵＭＴＳ(Universal　Mobile　Telecommunications　System)のＭＢＭＳ(Mu
ltimedia　Broadcast/Multicast　Service)サービスに関し、特に、無線ネットワーク臨
時識別子(Radio　Network　Temporary　Identifier:ＲＮＴＩ)を使用してＭＢＭＳサービ
スを提供するマルチメディアサービス方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳは、ヨーロッパ式標準であるＧＳＭ(Global　System　for　Mobile　Communic
ations)システムから進化した第３世代移動通信システムで、ＧＳＭ核心ネットワーク(Co
re　Network)及びＷＣＤＭＡ(Wideband　Code　Division　Multiple　Access)技術に基づ
いて、より向上した移動通信サービスの提供を目標とする。
【０００３】
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　図１は、一般的なＵＭＴＳシステムのネットワーク構造を示す。
【０００４】
　図１に示すように、ＵＭＴＳシステムは、端末、ＵＴＲＡＮ及び核心ネットワークから
なっている。ＵＴＲＡＮは、１つ以上の無線ネットワークサブシステム(Radio　Network
　Sub-systems:ＲＮＳ)から構成され、各ＲＮＳは、１つの無線ネットワーク制御器(Radi
o　Network　Controller:ＲＮＣ)と、該ＲＮＣによって管理される１つ以上のＮｏｄｅ　
Ｂ(基地局)から構成される。
【０００５】
　Ｎｏｄｅ　Ｂは、ＲＮＣによって管理され、上向リンクを通じて端末の物理階層から伝
送された情報を受信し、下方リンクを通じて端末にデータを伝送し、端末に対するＵＴＲ
ＡＮの接続点(Access　Point)の役割を担当する。また、ＲＮＣは、無線資源の割り当て
及び管理を担当し、核心ネットワーク間の接続点の役割を担当する。
【０００６】
　ＵＴＲＡＮの主な機能は、端末と核心ネットワーク間の通話のために、無線接続ベアラ
ー(Radio　Access　Bearer:ＲＡＢ)を構成して維持することである。核心ネットワークは
、終端間のサービス品質(Quality　of　Service:ＱｏＳ)要求事項をＲＡＢに適用し、該
当ＲＡＢは、核心ネットワークが設定したＱｏＳ要求事項を支援する。
【０００７】
　従って、ＲＡＢを構成して維持することにより、ＵＴＲＡＮは、終端間のＱｏＳ要求事
項を充足させることができる。前記ＲＡＢサービスは、さらに下位概念のＩｕ　Ｂｅａｒ
ｅｒサービスとＲａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒサービスに分けることができる。ここで、Ｉｕ
　Ｂｅａｒｅｒサービスは、ＵＴＲＡＮと核心ネットワーク境界ノードとの間で使用者デ
ータの信頼性のある伝送を担当し、Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒサービスは、端末とＵＴＲ
ＡＮ間で使用者データの信頼性のある伝送を担当する。
【０００８】
　図２は、３ＧＰＰ無線接続ネットワーク規格を基盤にした端末とＵＴＲＡＮ間の無線プ
ロトコルの構造である。前記無線プロトコルは、水平的に、物理階層、データリンク階層
及びネットワーク階層からなり、垂直的には、データ情報伝送のための使用者平面(User
　Plane)と制御信号伝達のための制御平面(Control　plane)とに区分される。前記使用者
平面は、音声及びＩＰパケットなどのような使用者のトラフィック情報が伝達される領域
で、前記制御平面は、ネットワークのインターフェース、呼の維持及び管理などの制御情
報が伝達される領域である。
【０００９】
　図２で、プロトコル階層は、通信システムにおいて広く知られた開放型システム間相互
接続(open　system　interface:ＯＳＩ)基準モデルの下位３つ階層に基づいて、Ｌ１(第
１階層)、Ｌ２(第２階層)、Ｌ３(第３階層)に区分されることができる。
【００１０】
　Ｌ１階層(ＰＨＹ)は、多様な無線伝送技術を利用して上位階層に情報伝送サービス(Inf
ormation　transfer　service)を提供する。前記Ｌ１階層は、伝送チャネル(Transport　
channel)を通じて上位の媒体接続制御(Medium　access　control:ＭＡＣ)階層と接続され
、伝送チャネルを通じてＭＡＣ階層と物理階層間のデータが移動する。
【００１１】
　ＭＡＣ階層は、無線資源の割り当て及び再割り当てのためのＭＡＣパラメーターの割り
当てサービスを提供し、論理チャネル(Logical　channel)を通じて上位の無線リンク制御
(Radio　link　control)階層と連結される。前記ＭＡＣには、伝送される情報の種類によ
って多様な論理チャネルが提供されるが、一般的に制御平面の情報を伝送する場合は制御
チャネル(Control　channel)を利用し、使用者平面の情報を伝送する場合はトラフィック
チャネル(Traffic　channel)を利用する。前記ＭＡＣは、管理する伝送チャネルの種類に
よって、ＭＡＣ－ｂサブ階層(Sublayer)、ＭＡＣ－ｄサブ階層、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階
層に区分できる。前記ＭＡＣ－ｂサブ階層は、システム情報の放送を担当する伝送チャネ
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ルのＢＣＨ(Broadcast　channel)を管理し、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は、複数(multipl
e)の端末と共通するＦＡＣＨ(Forward　access　channel)またはＤＳＣＨ(Downlink　sha
red　channel)の共通または共有伝送チャネルを管理する。
【００１２】
　ＵＴＲＡＮにおいて、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層はＣＲＮＣ(Control　RNC)に位置する
。ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は、セル内の全ての端末が共通するチャネルを管理するので
、各セルに対して１つずつ存在する。また、各端末にも１つずつのＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ
階層が存在する。ＭＡＣ－ｄサブ階層は、特定端末に対する専用伝送チャネルであるＤＣ
Ｈ(Dedicated　channel)の管理を担当する。従って、ＵＴＲＡＮのＭＡＣ－ｄサブ階層は
、該当端末を管理するＳＲＮＣ(Serving　RNC)に位置し、各端末にも１つずつののＭＡＣ
－ｄサブ階層が存在する。
【００１３】
　無線リンク制御(Radio　link　control:ＲＬＣ)階層は、信頼性のあるデータの伝送を
支援し、上位階層から伝達されたＲＬＣサービスデータ単位(Service　data　unit:ＳＤ
Ｕ)の分割及び連結(Segmentation　and　concatenation)機能を遂行することができる。
上位階層から伝達されたＲＬＣ　ＳＤＵは、ＲＬＣ階層において処理容量に合わせて大き
さが調節された後、ヘッダー(header)情報が加わってプロトコルデータ単位(Protocol　d
ata　unit:ＰＤＵ)の形態にＭＡＣ階層に伝達される。ＲＬＣ階層には上位階層から伝達
されたＲＬＣ　ＳＤＵまたはＲＬＣ　ＰＤＵを貯蔵するためのＲＬＣバッファーが存在す
る。
【００１４】
　放送／マルチキャスト制御(Broadcast/multicast　control:ＢＭＣ)階層は、核心ネッ
トワークから伝達されたセル放送メッセージ(Cell　broadcast　message:ＣＢ)をスケジ
ュールリングし、特定セルに位置したＵＥにＣＢを放送する機能を遂行する。ＵＴＲＡＮ
側から見ると、上位階層から伝達されたＣＢメッセージは、メッセージＩＤ、一連番号(s
erial　number)、コーディング技法(coding　scheme)などの情報が加わってＢＭＣメッセ
ージの形態にＲＬＣ階層に伝達され、論理チャネルであるＣＴＣＨ(Common　traffic　ch
annel)を通じてＭＡＣ階層に伝達される。この場合、論理チャネル(ＣＴＣＨ)は、伝送チ
ャネルであるＦＡＣＨ(Forward　access　channel)及び物理チャネルであるＳ－ＣＣＰＣ
Ｈ(Secondary　common　control　physical　channel)にマッピングされる。
【００１５】
　パケットデータコンバージェンスプロトコル(Packet　data　convergence　protocol:
ＰＤＣＰ)階層は、ＲＬＣ階層の上位に位置し、ＩＰｖ４またはＩＰｖ６のようなネット
ワークプロトコルを通じて伝送されるデータが相対的に小さい帯域幅を有する無線インタ
ーフェース上で効率的に伝送できるようにする。このために、ＰＤＣＰ階層は、不必要な
制御情報を低減する機能を遂行するが、この機能をヘッダー圧縮(Header　compression)
と呼び、ＩＥＴＦ(Internet　engineering　task　force)というインターネット標準化グ
ループで定義するヘッダー圧縮機法であるＲＦＣ２５０７及びＲＦＣ３０９５(Robust　h
eader　compression:ＲＯＨＣ)を使用することができる。これら方法は、データのヘッダ
ー部分が必ず必要な情報のみを伝送するようにすることで、より少ない制御情報が伝送さ
れるので、伝送されるデータ量を低減することができる。
【００１６】
　Ｌ３の最下部に位置した無線資源制御(Radio　Resource　Control:ＲＲＣ)階層は、制
御平面でのみ定義され、無線ベアラー(Radio　Bearer:ＲＢ)の設定、再設定及び解除と関
連して伝送チャネル及び物理チャネルを制御する。このとき、前記ＲＢは、端末とＵＴＲ
ＡＮ間のデータ伝達のために第２階層によって提供されるサービスを意味し、一般的にＲ
Ｂが設定されるということは、特定サービスを提供するために必要なプロトコル階層及び
チャネルの特性を規定し、それぞれの具体的なパラメーター及び動作方法を設定する過程
を意味する。
【００１７】
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　以下、放送／マルチキャストサービス(Multimedia　Broadcast/Multicast　Service:Ｍ
ＢＭＳ)に対して説明する。
【００１８】
　ＭＢＭＳは、単方向点対多運送者サービス(Point-to-Multipoint　Bearer　Service)を
利用して、オーディオ、ビデオ及び映像などのマルチメディアデータを複数の端末に伝達
するサービスである。ＵＴＲＡＮは、無線ネットワークの効率を高めるためにＦＡＣＨま
たはＤＳＣＨのような下向共通伝送チャネル(Common　transport　channel)を通じてＭＢ
ＭＳデータを伝送する。
【００１９】
　ＭＢＭＳは、放送モードとマルチキャストモードに分けられる。即ち、ＭＢＭＳサービ
スは、ＭＢＭＳ放送サービスとＭＢＭＳマルチキャストサービスに分けられる。
【００２０】
　ＭＢＭＳ放送モードは、放送地域(Broadcast　area)にある全ての使用者にマルチメデ
ィアデータを伝送するサービスである。このとき、放送地域とは、放送サービスが可能な
領域である。１つのＰＬＭＮ内には１つ以上の放送地域が存在することができ、１つの放
送地域で１つ以上の放送サービスが提供されることができ、また１つの放送サービスが色
々な放送地域に提供されることもできる。
【００２１】
　ＭＢＭＳマルチキャストモードは、マルチキャスト地域(Multicast　area)にある特定
使用者グループにのみマルチメディアデータを伝送するサービスである。このとき、マル
チキャスト地域とは、マルチキャストサービスが可能な領域である。１つのＰＬＭＮ内に
は１つ以上のマルチキャスト地域が存在することができ、１つのマルチキャスト地域に１
つ以上のマルチキャストサービスが提供されることができる。また、１つのマルチキャス
トサービスが色々なマルチキャスト地域に提供されることもできる。
【００２２】
　ＭＢＭＳマルチキャストモードで、使用者は、特定マルチキャストサービスを受信する
ためにマルチキャストグループ(Multicast　group)に参加(Joining)することが要求され
る。このとき、マルチキャストグループとは、特定マルチキャストサービスを受信する使
用者集団であり、参加とは、特定マルチキャストサービスを受信しようと集まったマルチ
キャストグループに合流する行為である。
【００２３】
　以下、無線ネットワーク臨時識別子(Radio　Network　Temporary　Identifier:　ＲＮ
ＴＩ)に対して説明する。
【００２４】
　ＲＮＴＩは、端末とＵＴＲＡＮ間に接続が維持される間、端末の識別情報として使用さ
れる。このために、Ｓ－ＲＮＴＩ、Ｄ－ＲＮＴＩ、Ｃ－ＲＮＴＩ、Ｕ-ＲＮＴＩの４種類
のＲＮＴＩが定義されて使用される。
【００２５】
　Ｓ－ＲＮＴＩ(Serving　RNC　RNTI)は、ＳＲＮＣが該当端末を識別し得る情報であり、
端末とＵＴＲＡＮ間の接続が設定されるとき、ＳＲＮＣ(Serving　RNC)によって割り当て
られる。
【００２６】
　Ｄ－ＲＮＴＩ(Drift　RNC　RNTI)は、端末の移動によるＲＮＣ間ハンドオーバーが発生
すると、ＤＲＮＣ(Drift　RNC)によって割り当てられる。
【００２７】
　Ｃ－ＲＮＴＩ(Cell　RNTI)は、ＣＲＮＣ(Controlling　RNC)内で端末を識別し得る情報
であり、端末が新しいセルに入ると、ＣＲＮＣから新しいＣ－ＲＮＴＩ値が割り当てられ
る。
【００２８】
　最後に、Ｕ-ＲＮＴＩ(UTRAN　RNTI)は、ＳＲＮＣ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ及びＳ－ＲＮＴＩ
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から構成され、前記Ｕ-ＲＮＴＩから端末を管理しているＳＲＮＣ及び該当ＳＲＮＣ内に
おける端末の識別情報が分かるため、ＳＲＮＣは、端末の絶対的な識別情報を提供すると
言える。
【００２９】
　共通伝送チャネルを使用してデータを伝送するとき、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈ階層は、ＭＡＣ
　ＰＤＵのヘッダーにＣ－ＲＮＴＩまたはＵ-ＲＮＴＩを含めて伝送する。このとき、Ｍ
ＡＣ　ＰＤＵのヘッダーは、前記含まれたＲＮＴＩの種類を知らせる端末識別子種類指示
子(UE　ID　Type　Indicator)も共に含む。
【００３０】
　一般的に、セルから１つ以上の物理チャネルＳ－ＣＣＰＣＨ(Secondary　common　cont
rol　physical　channel)が提供されることができるので、伝送チャネルＦＡＣＨ(Forwar
d　access　channel)またはＰＣＨ(Paging　channel)を受信しようとする場合、端末はま
ずマッピングされるＳ－ＣＣＰＣＨチャネルを選択する。このとき、端末は、Ｕ-ＲＮＴ
Ｉを利用して自分が受信するＳ－ＣＣＰＣＨチャネルを選択する。
【００３１】
　従来のＲＮＴＩは、点対点(Point-to-Point)無線サービスでのみ使用されたので、１つ
の端末のみを識別する役割を遂行する。従って、端末は、下向共通チャネルを通じてデー
タを受信するとき、ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーに含まれたＲＮＴＩが自分に割り当てられ
たＲＮＴＩと同一であるか否かを把握した後、同一のＲＮＴＩを含んだデータのみを上位
階層に伝達する。
【００３２】
　しかしながら、無線上で点対多(Point-to-Multipoint)無線サービスを使用して複数の
端末、即ち、端末グループにデータを伝送するＭＢＭＳの場合は、従来のＲＮＴＩが使用
されることができない。
【００３３】
　従来のＲＮＴＩがＭＢＭＳのための共通伝送チャネルに使用される場合は、ＭＡＣ　Ｐ
ＤＵのヘッダーに該当データを受信しようとする複数の端末のＲＮＴＩが全て含まれるべ
きである。この場合、端末の数だけＲＮＴＩがＭＡＣ　ＰＤＵヘッダーに含まれるので、
ヘッダーがあまり大きくなる短所がある。
【００３４】
　このような理由で、従来のＣＢＳサービスの場合、点対多無線サービスを提供するため
に、ＭＡＣ　ＰＤＵヘッダーにいずれのＲＮＴＩも含めなかった。代わりに、ＣＢＳサー
ビスでは、ＢＭＣ階層でＢＭＣメッセージにメッセージ識別子(Message　ID)が含まれる
。しかしながら、この場合、端末のＭＡＣ階層は、受信したデータが自分に属するか否か
が分からないため、共通伝送チャネルを通じて受信された全てのデータを上位のＲＬＣ及
びＢＭＣ階層に伝達しなければならないという短所がある。
【００３５】
　また、従来の技術で、使用者は、先に受信することを所望するメッセージ識別子情報を
ＢＭＣ階層に知らせる。従って、端末は、受信したＢＭＣメッセージのメッセージ識別子
が使用者によって選択されたメッセージ識別子と一致する場合のみに、上位階層に該当Ｂ
ＭＣメッセージを伝達する。しかしながら、このような従来の方式では、特定メッセージ
データの情報保護が保障されない。即ち、全体メッセージ識別子が全ての使用者に知られ
るため、特定メッセージデータが特定使用者グループにのみ受信されるか、または、特定
メッセージデータが損傷または歪曲されることを防止し得ないという短所がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３６】
　本発明の目的は、ＭＢＭＳサービスに適合したＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを提供する無線移動
通信システムにおけるマルチメディアサービス方法を提供することにある。
【００３７】
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　本発明の他の目的は、ＭＡＣによって特定データのみを上位階層に伝達できる無線移動
通信システムにおけるマルチメディアサービス方法を提供することにある。
【００３８】
　本発明のまた他の目的は、ＲＮＴＩを通じて無線資源、構成及び制御情報を割り当てる
ことができる無線移動通信システムにおけるマルチメディアサービス方法を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００３９】
　このような目的を達成するために、複数の端末にＭＢＭＳ(Multimedia　Broadcast/Mul
ticast　Service)を提供する無線通信システムにおいて、マルチメディアサービス提供方
法は、特定ＭＢＭＳサービスのための識別子を生成する段階と、前記生成された識別子を
全てのＭＢＭＳプロトコルデータユニットに含める段階と、前記ＭＢＭＳプロトコルデー
タユニットを端末に伝送する段階と、を含む。
【００４０】
　望ましくは、前記識別子は、ＭＢＭＳ無線ネットワーク臨時識別子(ＲＮＴＩ)であるこ
とを特徴とする。
【００４１】
　望ましくは、前記識別子は、無線資源制御(ＲＲＣ)階層で生成されることを特徴とする
。
【００４２】
　望ましくは、前記ＲＲＣ階層は、無線接続ベアラーが設定されるときに識別子を生成し
、無線接続ベアラーが解除されるときに識別子を廃棄することを特徴とする。
【００４３】
　望ましくは、前記識別子は、特定ＭＢＭＳサービスまたはマルチキャストグループを指
示することを特徴とする。
【００４４】
　望ましくは、前記特定ＭＢＭＳサービスは、放送サービスまたはマルチキャストサービ
スであることを特徴とする。
【００４５】
　望ましくは、前記識別子は、ＭＢＭＳプロトコルデータユニットのヘッダーに含まれる
ことを特徴とする。
【００４６】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳプロトコルデータユニットは、ＭＡＣプロトコルデータユニ
ットであり、前記ヘッダーは、ＭＡＣプロトコルデータユニットのヘッダーであることを
特徴とする。
【００４７】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳプロトコルデータユニットは、識別子の種類を示す指示子で
あることを特徴とする。
【００４８】
　このような目的を達成するために、複数の端末から構成された端末グループにＭＢＭＳ
を提供する無線通信システムにおいて、マルチメディアサービス提供方法は、ＭＢＭＳサ
ービスのための識別子を生成して端末グループに割り当てる段階と、ＭＢＭＳ　ＰＤＵに
ＭＢＭＳ識別子を含めて端末グループに伝送する段階と、各端末によって前記伝送された
ＭＢＭＳ　ＰＤＵに含まれたＭＢＭＳ識別子と前記割り当てられたＭＢＭＳ識別子を比較
し、前記ＭＢＭＳ　ＰＤＵを受信する段階と、から構成されることを特徴とするマルチメ
ディアサービス方法。
【００４９】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、ＭＢＭＳ無線ネットワーク臨時識別子(ＲＮＴＩ)
であることを特徴とする。
【００５０】
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　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、ＵＴＲＡＮの無線資源制御(ＲＲＣ)階層によって
生成されることを特徴とする。
【００５１】
　望ましくは、前記ＲＲＣ階層は、無線接続ベアラーが設定されるときに識別子を生成し
、無線接続ベアラーが解除されるときに識別子を廃棄することを特徴とする。
【００５２】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層によって割り当てられる
ことを特徴とする。
【００５３】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、ＲＲＣメッセージを通じて端末グループに割り当
てられることを特徴とする。
【００５４】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、ＭＢＭＳ　ＰＤＵのヘッダーに含まれることを特
徴とする。
【００５５】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ　ＰＤＵはＭＡＣ　ＰＤＵであり、前記ヘッダーはＭＡＣ　
ＰＤＵのヘッダーであることを特徴とする。
【００５６】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ　ＰＤＵは、識別子の種類を示す識別子種類指示子を含むこ
とを特徴とする。
【００５７】
　望ましくは、前記識別子種類指示子は、ＭＢＭＳ　ＰＤＵのヘッダーに含まれることを
特徴とする。
【００５８】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ　ＰＤＵはＭＡＣ　ＰＤＵであり、前記ヘッダーはＭＡＣ　
ＰＤＵのヘッダーであることを特徴とする。
【００５９】
　このような目的を達成するために、本発明によるＵＭＴＳのマルチメディアサービス提
供方法において、前記ＭＢＭＳ　ＰＤＵの受信段階は、ＭＢＭＳ識別子がＭＢＭＳ　ＰＤ
Ｕに含まれているか否かをチェックする段階と、ＭＢＭＳ識別子がＭＢＭＳ　ＰＤＵに含
まれていると、ＭＢＭＳ　ＰＤＵに含まれたＭＢＭＳ識別子が以前に割り当てられたＭＢ
ＭＳ識別子と同一であるか否かをチェックする段階と、前記２つの識別子が同一であると
、ＭＢＭＳ　ＰＤＵからヘッダーを除去する段階と、ヘッダーが除去されたＭＢＭＳ　Ｐ
ＤＵを端末の上位階層に伝達する段階と、から構成されることを特徴とする。
【００６０】
　望ましくは、前記端末は、ＭＢＭＳ　ＰＤＵの識別子種類指示子がＭＢＭＳ識別子を示
すか否かをチェックし、ＭＢＭＳ識別子がＭＢＭＳ　ＰＤＵに含まれているか否かをチェ
ックすることを特徴とする。
【００６１】
　望ましくは、前記識別子種類指示子は、ＭＢＭＳ　ＰＤＵに含まれた識別子の種類を示
すことを特徴とする。
【００６２】
　望ましくは、前記端末は、前記２つの識別子が同一でない場合、前記受信されたＭＢＭ
Ｓ　ＰＤＵを廃棄することを特徴とする。
【００６３】
　本発明によるＵＭＴＳのマルチメディアサービス提供方法は、前記受信されたＭＢＭＳ
　ＰＤＵにフィードバック情報を構成する段階と、各端末によってＭＢＭＳ識別子をＭＢ
ＭＳ　ＰＤＵのフィードバック情報に含めてＵＴＲＡＮに伝送する段階と、をさらに含む
ことを特徴とする。
【００６４】
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　このような目的を達成するために、複数の端末から構成された端末グループにＭＢＭＳ
を提供するＵＭＴＳにおいて、マルチメディアサービス提供方法は、複数の物理チャネル
情報を端末グループに伝送する段階と、ＭＢＭＳデータを受信する端末にＭＢＭＳ識別子
を割り当てる段階と、複数の物理チャネル情報からＭＢＭＳ識別子が指示する特定物理チ
ャネルの情報を獲得し、前記ＭＢＭＳデータを受信する段階と、から構成される。
【００６５】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、ＭＢＭＳ無線ネットワーク臨時識別子(ＲＮＴＩ)
であることを特徴とする。
【００６６】
　望ましくは、前記ＭＢＭＳ識別子は、複数の物理チャネル情報に含まれた特定物理チャ
ネルの番号を指示することによって特定物理チャネルを示すことを特徴とする。
【００６７】
　望ましくは、前記物理チャネルは、ＭＢＭＳデータを伝送するＳ－ＣＣＰＣＨ(Seconda
ry　common　control　physical　channel)であることを特徴とする。
【００６８】
　望ましくは、前記物理チャネルの情報は、ＭＢＭＳデータを伝送する複数チャネルのリ
ストと、及び物理チャネルのチャネルコード、スクランブリングコード、伝送されるデー
タの大きさ、データが伝送される時間間隔、チャネルコーディング、及び該当物理チャネ
ルにマッピングされる伝送チャネル及び論理チャネルの種類を示すパラメーターとである
ことを特徴とする。
【００６９】
　本発明によるＵＭＴＳのマルチメディアサービス提供方法において、前記ＭＢＭＳデー
タの受信段階は、複数の物理チャネル情報に含まれた複数の物理チャネル中からＭＢＭＳ
識別子によって指示された特定物理チャネル情報を選択する段階と、複数の物理チャネル
情報から前記選択された物理チャネルの情報を獲得する段階と、各端末によって前記選択
された物理チャネルを設定する段階と、前記選択された物理チャネルを通じてＭＢＭＳデ
ータを受信する段階と、から構成されたることを特徴とする。
【発明の効果】
【００７０】
　本発明のＵＭＴＳマルチメディアサービス提供方法は、以下のような利点を有する。
【００７１】
　本発明は、ＵＴＲＡＮがＭＢＭＳサービスを提供する場合、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを使用
してＵＴＲＡＮと端末間またはＵＴＲＡＮ内のノード間にＭＢＭＳサービス関連情報を交
換することにより、ＭＢＭＳデータを受信する使用者グループまたは特定ＭＢＭＳサービ
スのデータを識別する。
【００７２】
　さらに、点対多(Point-to-Multipoint)無線サービスを使用することによって、複数の
端末、即ち、端末グループにデータを伝送するとき、前記データを受信する特定グループ
を識別することができる。従って、ＭＡＣ階層から該当端末に該当するＭＢＭＳデータの
みを上位階層に伝達することができる。
【００７３】
　また、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、１つの識別情報によって複数端末を示すために、従来技
術のＲＮＴＩを使用するときに比べてヘッダーの長さを減らすことができる。
【００７４】
　さらに、本発明は、ＵＴＲＡＮ内で臨時に割り当てる識別子(ＲＮＴＩ)を使用すること
によって、固定的なメッセージ識別子を使用するときに比べてＭＢＭＳデータの情報保護
効果を有する。
【００７５】
　また、本発明は、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが特定無線資源を指示するので、別途の割り当て
制御メッセージがなくても自動的に複数の端末に無線資源を割り当てることができる。従
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って、ＭＢＭＳデータ伝送のスケジュールリングの複雑性を減らすという効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７６】
　本発明は、３ＧＰＰによって開発されたＵＭＴＳ(universal　mobile　telecommunicat
ions　system)のような移動通信システムにおいて具現される。しかしながら、本発明は
、他の標準によって動作する通信システムにも適用できる。以下、本発明の実施形態を詳
細に説明する。
【００７７】
　本発明は、ＵＴＲＡＮがＭＢＭＳサービスを提供する場合、ＵＴＲＡＮと端末との間ま
たはＵＴＲＡＮ内のノード間にＭＢＭＳサービス関連情報を交換するときに使用されるＭ
ＢＭＳ無線ネットワーク臨時識別子(MBMS　Radio　Network　Temporary　Identifier:　
ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ)を提案する。望ましく、前記ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、特定ＭＢＭＳ
サービスまたはマルチキャストグループに対する識別子の役割を遂行する。
ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩの特性
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、無線プロトコルの使用者平面に伝達されるＭＢＭＳデータのヘ
ッダー情報に含まれる。望ましく、前記ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、ＭＡＣヘッダーに含まれ
ることができる。例えば、ＦＡＣＨ(Forward　Access　Channel)またはＤＳＣＨ(Downlin
k　Shared　Channel)のような下向共通伝送チャネルを通じてＭＢＭＳデータが端末に伝
達される場合、ＭＢＭＳの責任を負っているＭＡＣ階層が、前記受信されたＭＢＭＳデー
タが自分に属するデータであるか否かを把握し得るようにＭＢＭＳ　ＲＮＴＩがＭＡＣヘ
ッダーに含まれる。
【００７８】
　ブロードキャストモード及びマルチキャストモードにおいて、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、
１つの無線ネットワークサブシステム(Radio　Network　Sub-systems:ＲＮＳ)において提
供される特定マルチキャストサービスを示す識別子として使用される。
【００７９】
　マルチキャストモードで、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、さらに、１つのＲＮＳにおいて特定
マルチキャストサービスを受信する使用者のグループを示す指示子として使用される。即
ち、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、マルチキャストグループに属する使用者のうち特定ＲＮＳか
らサービスを受ける使用者の集合を指示する識別子に該当する。
【００８０】
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、ＭＢＭＳサービスのためのＭＢＭＳ　ＲＡＢが設定されるとき
、ＵＴＲＡＮによって生成され、ＭＢＭＳ　ＲＡＢが解除されるとき、ＵＴＲＡＮによっ
て廃棄される。ここで、ＭＢＭＳ　ＲＡＢは、特定ＭＢＭＳサービスのために設定された
無線接続ベアラー(Radio　Access　Bearer)を意味する。前記ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、Ｃ
ＲＮＣ(Control　RNC)によって管理され、任意のＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、該当ＣＲＮＣに
おいてただ特定ＭＢＭＳサービスを区別するために使われる。
【００８１】
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、ＭＢＭＳデータを送信するとき、該当データのＭＡＣヘッダー
に含まれる。このためにＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層は、ＵＴＲＡＮにおいてＭＢＭＳの責任
を負っているＭＡＣサブ階層であるＵＴＲＡＮのＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層に特定ＭＢＭ
ＳサービスのためのＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ値を知らせる。また、ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層は
、ＲＲＣメッセージを利用して端末のＲＲＣ階層に前記ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ値を知らせる
。このとき、特定ＭＢＭＳサービスを受信しようとする複数の端末のＲＲＣ階層は、全て
ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層から同一のＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ値を受信する。
【００８２】
　以後、特定ＭＢＭＳサービスを受信しようとする各端末のＲＲＣ階層は、端末において
ＭＢＭＳの責任を負っているＭＡＣサブ階層であるＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層に前記受信
されたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ値を知らせる。
【００８３】
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　ＵＴＲＡＮのＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は、ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層から伝達されたＭ
ＢＭＳ　ＲＮＴＩ値を貯蔵する。以後、ＵＴＲＡＮのＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は、該当
ＭＢＭＳサービスに対するＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーに前記貯蔵されたＭＢＭＳ　ＲＮＴ
Ｉ値を含める。このとき、ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーにはＲＮＴＩの種類がＭＢＭＳ　Ｒ
ＮＴＩであることを示す識別子種類指示子も共に含まれる。識別子種類指示子は、該当Ｍ
ＡＣＰＤＵにＲＮＴＩが含まれる場合、どういう種類のＲＮＴＩが含まれるかを知らせる
。
【００８４】
　端末のＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は、端末のＲＲＣ階層から伝達されたＭＢＭＳ　ＲＮ
ＴＩ値を貯蔵する。以後、ＭＡＣ　ＰＤＵが受信されると、端末のＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ
階層は、受信されたＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーに端末識別子種類指示子が含まれた場合、
該当端末識別子種類指示子が何を指示するかを把握する。端末識別子種類指示子がＭＢＭ
Ｓ　ＲＮＴＩを指示すると、端末のＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は自分が貯蔵していたＭＢ
ＭＳ　ＲＮＴＩと受信されたＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーに含まれたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを
比較する。前記比較結果、前記２つのＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ値が同一である場合、端末のＭ
ＡＣ－ｃ／ｓｈサブ階層は、該当データ(ＭＡＣ　ＰＤＵ)を端末の上位階層に伝達する。
【００８５】
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩの生成／割り当て／廃棄過程
　次の過程は、放送及びマルチキャストモード両方ともに同一に適用される。
【００８６】
　図３は、任意のＭＢＭＳサービスのためにＭＢＭＳ　ＲＡＢが生成されるとき、ＵＴＲ
ＡＮにおいてＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを生成する過程を示す
　図３に示すように、任意のＭＢＭＳサービスのためにＭＢＭＳ　ＲＡＢが生成される場
合、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、該当ＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを生成し
てＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｃ／ｓｈに伝達し(Ｓ１、Ｓ２)、ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｃ／ｓｈ
は、前記伝達されたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを貯蔵する。
【００８７】
　図４は、ＭＢＭＳ　ＲＡＢ及びＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが生成された後、該当ＭＢＭＳサー
ビスを受信する端末にＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを割り当てる過程を示す。
【００８８】
　図４に示すように、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、ＲＲＣメッセージを通じて端末ＲＲＣに該
当ＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを伝達し(Ｓ４)、端末ＲＲＣは、端末Ｍ
ＡＣ－ｃ／ｓｈに前記ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩをまた伝達する(Ｓ５)。従って、端末ＭＡＣ－
ｃ／ｓｈは、前記伝達されたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを貯蔵し(Ｓ６)、端末ＲＲＣは、ＲＲＣ
メッセージを通じてＵＴＲＡＮ　ＲＲＣに前記ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ割り当てを完了したこ
とを知らせる。以後、端末は、該当ＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳデータを受信する
ことができる。
【００８９】
　図５は、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが割り当てられた端末が該当ＭＢＭＳサービスのデータを
受信する過程を示す。
【００９０】
　図５に示すように、上位階層から該当ＭＢＭＳサービスに対するデータが受信されると
、ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｃ／ｓｈは、該当ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーに識別子種類指示子
及び前記保存されたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを含む。このとき、識別子種類指示子は、含まれ
たＲＮＴＩの種類がＭＢＭＳ　ＲＮＴＩであることを示す(Ｓ１０)。ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ
－ｃ／ｓｈは、下位階層のサービスを利用して端末ＭＡＣ－ｃ／ｓｈにＭＡＣ　ＰＤＵ(
ＭＢＭＳデータ)を伝送する(Ｓ１１)。
【００９１】
　ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｃ／ｓｈからＭＡＣ　ＰＤＵが受信されると、端末ＭＡＣ－ｃ／
ｓｈは、受信したＭＡＣ　ＰＤＵヘッダーに含まれた識別子種類指示子がＭＢＭＳ　ＲＮ
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ＴＩを指示しているか否かをチェックし、識別子種類指示子がＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを指示
する場合は、受信したＭＡＣ　ＰＤＵのＭＢＭＳ　ＲＮＴＩと前記貯蔵されたＭＢＭＳ　
ＲＮＴＩを比較する(Ｓ１２)。前記比較結果、２つのＲＮＴＩ値が同一である場合、端末
ＭＡＣ－ｃ／ｓｈは、受信したＭＢＭＳデータを上位階層に伝達する(Ｓ１３)。
【００９２】
　図６は、端末に割り当てられたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩをＵＴＲＡＮが廃棄する過程を示す
。
【００９３】
　図６に示すように、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、ＲＲＣメッセージを通じて端末ＲＲＣに該
当ＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを廃棄することを要請(Request)し(Ｓ１
４)、端末ＲＲＣは、端末ＭＡＣ－ｃ／ｓｈにまたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩの廃棄を要請する(
Ｓ１５)。従って、端末ＭＡＣ－ｃ／ｓｈは、貯蔵されていたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを廃棄
し、端末ＲＲＣは、ＲＲＣメッセージを通じてＵＴＲＡＮ　ＲＲＣにＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ
の廃棄要請を完了したことを知らせる(Ｓ１７)。以後、端末は、該当ＭＢＭＳサービスに
対するＭＢＭＳデータを受信することができない。
【００９４】
　図７は、任意のＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳ　ＲＡＢが廃棄されるとき、ＵＴＲ
ＡＮにおいてＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを廃棄する過程を示す。該当ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを貯蔵
している１つ以上の端末がある場合、ＵＴＲＡＮは、図７の過程を図８の過程と共に進行
することができる。
【００９５】
　図７に示すように、ＭＢＭＳサービスのためにＭＢＭＳ　ＲＡＢが解除される場合、Ｕ
ＴＲＡＮ　ＲＲＣは、該当ＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳ　ＲＮＴＩの廃棄を決定す
る(Ｓ２０)。ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｃ／ｓｈに該当ＭＢＭＳサー
ビスに対するＭＢＭＳ　ＲＮＴＩの廃棄を要請し(Ｓ２１)、ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｃ／ｓ
ｈは、該当ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを廃棄する。
【００９６】
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを通した無線資源割り当て
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、特定ＭＢＭＳサービスに使用される無線資源を指示する機能を
遂行する。ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、放送チャネル(Broadcast　channel:　ＢＣＨ)のシス
テム情報を通じてチャネル情報を端末のＲＲＣに知らせる。ここで、チャネル情報とは、
上記の該当セルにおいてサービスされる物理チャネルの番号、各物理チャネルのチャネル
コード、スクランブルリングコード、伝送されるデータの大きさ、データが伝送される時
間間隔、チャネルコーディング、該当物理チャネルにマッピングされる伝送チャネル及び
論理チャネルの種類などのパラメータである。
【００９７】
　本発明では、特定ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが特定ＭＢＭＳサービスのデータを伝送する物理
チャネルの番号を指示するようにする。このようにすることにより、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ
を割り当てる度にＵＴＲＡＮが該当端末にＭＢＭＳデータ伝送のためのチャネル情報を伝
送する必要がないという長所がある。
【００９８】
　詳述すると、ＭＢＭＳサービスが伝送チャネルＦＡＣＨ(Forward　Access　Channel)及
び物理チャネルＳ－ＣＣＰＣＨ(Secondary　Common　Control　Channel)を通じて伝送さ
れる場合、ＵＴＲＡＮは、次の式１を通じて該当ＭＢＭＳサービスのデータを伝送するＳ
－ＣＣＰＣＨチャネルを選択する。
【００９９】
　Ｓ－ＣＣＰＣＨ番号＝ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ　ｍｏｄｕｌｏ　Ｋ　・・・・・　式(１)
　このとき、Ｋ値は、該当セルにおいてＭＢＭＳデータを伝送するＦＡＣＨチャネルがマ
ッピングされるＳ－ＣＣＰＣＨの数に該当し、Ｓ－ＣＣＰＣＨ番号は、該当セルのシステ
ム情報にあるＳ－ＣＣＰＣＨチャネルの目録順序に該当する。



(14) JP 2009-5384 A 2009.1.8

10

20

30

40

50

【０１００】
　端末は、ＢＣＨチャネルを通じて伝達されるシステム情報のＳ－ＣＣＰＣＨチャネル目
録を通じてＳ－ＣＣＰＣＨ番号に該当するチャネル情報が分かる。従って、端末は、割り
当てられたＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを上記の式１に代入してＳ－ＣＣＰＣＨ番号を計算し、計
算されたＳ－ＣＣＰＣＨ番号に該当するＳ－ＣＣＰＣＨチャネル情報をシステム情報から
選択することにより、ＵＴＲＡＮから伝送されるＭＢＭＳデータを受信するようになる。
【０１０１】
　図８は、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ割り当てを通じて端末が該当ＭＢＭＳサービスのデータを
受信する物理チャネルを選択する過程を示す。
【０１０２】
　図８に示すように、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、ＭＢＭＳデータ伝送のために下位階層を設
定する(Ｓ２３)。即ち、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、該当セルにおいてサービスされる物理チ
ャネルＳ－ＣＣＰＣＨの番号、各物理チャネルのチャネルコード及びスクランブルリング
コード、伝送されるデータの大きさ、データが伝送される時間間隔、チャネルコーディン
グ、該当物理チャネルにマッピングされる伝送チャネル及び論理チャネルの種類などのパ
ラメーターをＵＴＲＡＮ物理階層(Ｌ１)、ＭＡＣ、ＲＬＣ及びＰＤＣＰ階層(Ｌ２)が設定
するようにする。この過程を通じて、ＭＢＭＳデータを伝送する物理チャネルＳ－ＣＣＰ
ＣＨが設定される。
【０１０３】
　ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは、放送チャネル(ＢＣＨ)のシステム情報を通じてチャネル情報を
端末のＲＲＣに知らせる(Ｓ２４)。ここで、チャネル情報とは、上記の該当セルにおいて
サービスされる物理チャネル(Ｓ－ＣＣＰＣＨ)の番号、各物理チャネルのチャネルコード
及びスクランブルリングコード、伝送されるデータの大きさ、データが伝送される時間間
隔、チャネルコーディング、該当物理チャネルにマッピングされる伝送チャネル、論理チ
ャネルの種類などのパラメーターを示す。
【０１０４】
　端末ＲＲＣは、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣから伝達された物理チャネル情報を貯蔵し(Ｓ２５)
、ＵＴＲＡＮは、図５に示すＭＢＭＳ　ＲＮＴＩ割り当て過程を通じて該当端末にＭＢＭ
Ｓ　ＲＮＴＩを割り当てる(Ｓ２６)。
【０１０５】
　端末ＲＲＣは、受信された物理チャネル情報からＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが指示する物理チ
ャネル(Ｓ－ＣＣＰＣＨ)及びその物理チャネルにマッピングされた伝送チャネル及び論理
チャネルの情報を獲得する(Ｓ２７)。即ち、端末ＲＲＣは、特定ＭＢＭＳサービスのデー
タを伝送する物理チャネル(Ｓ－ＣＣＰＣＨ)のチャネルコード及びスクランブルリングコ
ード、伝送されるデータ大きさ、データが伝送される時間間隔、チャネルコーディング、
該当物理チャネルにマッピングされる伝送チャネル及び論理チャネルの種類などのパラメ
ーターを獲得する。
【０１０６】
　端末ＲＲＣは、前記獲得されたチャネル情報を利用して端末の下位階層を設定する(Ｓ
２８)。即ち、端末ＲＲＣは、獲得されたチャネル情報を利用して端末の物理階層(Ｌ１)
、ＭＡＣ、ＲＬＣ及びＰＤＣＰ階層(Ｌ２)を設定する。この過程を通じて、該当ＭＢＭＳ
サービスデータを受信する物理チャネル(Ｓ－ＣＣＰＣＨ)が設定される。この後、端末は
、ＭＢＭＳサービスデータを伝送チャネル(ＦＡＣＨ)を通じて受信することができる。
【０１０７】
　ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを利用した制御情報伝送
　ＭＢＭＳにおいてＲＲＣ階層は、ＭＢＭＳ　ＲＡＢがマッピングされる無線ベアラーの
設定、再設定及び解除と関連して伝送チャネルと物理チャネルを制御する。
【０１０８】
　このような設定／再設定／解除を制御するために、ＲＲＣメッセージがＲＮＣと端末間
に相互交換される。このとき、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩは、ＲＲＣメッセージを通じて該当端
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末に伝達できる。即ち、特定ＭＢＭＳサービスのためのＲＲＣメッセージには、該当ＭＢ
ＭＳ　ＲＮＴＩが挿入されて特定ＭＢＭＳサービスを識別するようにする。
【０１０９】
　例えば、特定ＭＢＭＳサービスデータを受信した端末ＲＲＣがＵＴＲＡＮのＲＲＣにＭ
ＢＭＳデータに対するフィードバック情報(例えば、ＭＢＭＳデータ受信の品質測定結果
またはＭＢＭＳサービス使用課金情報)を伝達する場合、該当フィードバック情報を識別
するために該当ＭＢＭＳサービスに対するＭＢＭＳ　ＲＮＴＩがフィードバック情報に含
まれる。即ち、フィードバック情報を伝送するＲＲＣメッセージに特定ＭＢＭＳ　ＲＮＴ
Ｉが含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】一般的なＵＭＴＳシステムのネットワーク構造を示す図である。
【図２】３ＧＰＰ無線接続ネットワーク規格を基盤にした端末とＵＴＲＡＮ間の無線接続
インターフェース(Radio　Access　Interface)プロトコルの構造を示す図である。
【図３】本発明によるマルチメディアサービス方法で、任意のＭＢＭＳサービスのために
ＭＢＭＳ　ＲＡＢが生成されるとき、ＵＴＲＡＮにおいてＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを生成する
過程を示す信号フローチャートである。
【図４】本発明によるマルチメディアサービス方法で、ＭＢＭＳ　ＲＡＢ及びＭＢＭＳ　
ＲＮＴＩが生成された後、該当ＭＢＭＳサービスを受信する端末にＭＢＭＳ　ＲＮＴＩを
割り当てる過程を示す信号フローチャートである。
【図５】本発明によるマルチメディアサービス方法で、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが割り当てら
れた端末が該当ＭＢＭＳサービスのデータを受信する過程を示す信号フローチャートであ
る。
【図６】本発明によるマルチメディアサービス方法で、端末に割り当てられたＭＢＭＳ　
ＲＮＴＩがＵＴＲＡＮによって廃棄される過程を示す信号フローチャートである。
【図７】本発明によるマルチメディアサービス方法で、任意のＭＢＭＳサービスに対する
ＭＢＭＳ　ＲＡＢが廃棄されるとき、ＵＴＲＡＮによってＭＢＭＳ　ＲＮＴＩが廃棄され
る過程を示す信号フローチャートである。
【図８】本発明によるマルチメディアサービス方法で、ＭＢＭＳ　ＲＮＴＩの割り当てを
通じて端末が該当ＭＢＭＳサービスのデータを受信する物理チャネルを選択する過程を示
す信号フローチャートである。
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